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名都借の木 

 

皆さんは、どんな場所で本を読んで 
いますか? 

ある調査によれば、読書する場所の 
トップ３は、自宅、通勤・通学途中、 
喫茶店・レストラン、とのことです。 

移動に取られる時間を上手に使って 
本を読む、あえて贅沢に時間を取って 
くつろげる場所で本を読む、それぞれ 
に「読書がある暮らし」なのですね。 

「灯火親しむべし」 
この言葉を皆さんは聞いた 
ことがありますか？ 
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元は唐の詩人、韓愈が、学ぶ 
ことの大切さを息子に説いた 
漢詩「符読書城南」の一節で、 

（秋の夜は）灯りの下で 
書を開くがよい、という 
くらいの意味です。 
 だんだんと長くなって 
いく秋の夜に、あなたは 
どのような書を開 くの 
でしょうか？ 

 秋の深まりと共に、さわやかな秋晴れの日が増え、お出かけ 

にはもってこいの季節となります。 
 

「秋の空」には、「秋の頃の気持ち良く晴れ 
渡った空」という以外に「変わりやすい」と 
いう意味もあります。特に初秋は、天候が 
不安定で、よく雨が降るようです。 
 雨の日には、家でゴロゴロしながら、気に 
なっていた本を開いてみましょう。雑誌に 
載っていた雨の日におすすめの本や、難しくて 
手が出なかった本に挑戦するには 
良い日和です。 

 バスや電車のなかで、みなさんはどのように 

過ごされますか？ぜいたくに、なにもしない時間 

を満喫したり、ただ風景をながめるのも楽しい 

でしょう。でも、一冊の本をかばんに忍ばせて 

おいて、ふと空いた時間に読書をするのもいい 

かもしれません。公園にふらっと散歩に出かける 

        時のお供にもどうぞ。本の 

         置き忘れにはお気をつけて。 
             

椎名誠著「旅に出るゴトゴト揺られて
本と酒」（筑摩書房, 2014 年刊） 

佐久協著「ビジネスマンが泣いた「唐詩」
一〇〇選」（祥伝社, 2007 年刊） 

伊坂幸太郎著「死神の精度」 
（文藝春秋, 2008 年刊） 



 

 
 
 
 

   

 

  

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
                                         
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 

 

武光 誠/著 
『日本人が知らない家紋の秘密』  
（大和書房）  

～～～～    受け継がれる受け継がれる受け継がれる受け継がれる家の印家の印家の印家の印    ～～～～    

苅安 望/編著 
『世界の国旗と国章大図鑑』 
（平凡社） 

他にこんな本もあります！ 

ピポン/著 
『カッティングシートでデコ窓・デコ壁』  
（グラフィック社） 

国のマークといえば、みなさん「国旗」を 

思い浮かべることでしょう。馴染みが薄い

ですが、「国章」というものもあるのです。

日本の「国章」はご存知ですか？ 

萩野 三七彦/著 
『姓氏・家紋・花押』 
（吉川弘文館） 

この本もおすすめです！ 

玄関やリビング、キッチンなど、自分でマーク 

を作ってみるのはいかがですか？あそび心 

がありつつ、生活の利便性も得られるような 

マークの図案集です。 

現代は家紋を用いる場面がめっきり減ってしまいま

したが、それでも冠婚葬祭などでは欠かせない家の

文様です。本書では、家紋の歴史や意義の他に、

「戦国武将」「幕末英雄」「名家名門」「近現代の有名

人」などの家紋をたくさん紹介しています。自分の家

と同じ家紋の有名人を探してみるのも楽しいでしょ

う。日本で暮らす外国の人が、家紋を作ることがある

というお話のほか、興味深いコラムも載っています。 

管野 浩/編著 
『雑学おもしろ 

記号・マーク・サイン』 
（日東書院） 

若者は、自分の家の家紋を知っ

ているでしょうか？  <家紋>は、

<名字>と同じく、代々受け継が

れる祖先からの遺産です。 

vol.6vol.6vol.6vol.6    

この１年で、図書館の基本の【き】をご紹介してきました。この１年で、図書館の基本の【き】をご紹介してきました。この１年で、図書館の基本の【き】をご紹介してきました。この１年で、図書館の基本の【き】をご紹介してきました。    さて、そろそろ基本の【ほ】へ、ステップアップしましょう。さて、そろそろ基本の【ほ】へ、ステップアップしましょう。さて、そろそろ基本の【ほ】へ、ステップアップしましょう。さて、そろそろ基本の【ほ】へ、ステップアップしましょう。 
    
●「資料をさがそう！」●「資料をさがそう！」●「資料をさがそう！」●「資料をさがそう！」 
‘図書館へ来たものの、読みたい本が見つけられない’という経験をお持ちの方、実は多いのではないでしょうか？ 
 
その１）本を探す手段 
 １、自分の足と目で探す・・・図書館の資料は、たいてい分野ごとに並んでいます。ですから、どの分野がどの辺にあるのか

さえ分かれば、自分が探している資料だけでなく、類似の資料にも出会うことができます。 
 ２、検索用の端末機（ＯＰＡＣ）を使う・・・「タイトル」、「本を書いた人」、「出版社」、全部がそろわなくても、いず

れかの情報が分かれば資料を探すことができます。情報が多いほうが、より探
しやすいでしょう。「キーワード（単語）」から 探すこともできます。 

 ３、スタッフに聞いてみる・・・タイトルも何も分からず、ぼんやりした情報しかない場合でも、あきらめずにスタッフにお
尋ねください。お時間がかかる可能性はありますが、あの手この手でお探しいたします。 

 ４、図書館のホームページから探す・・・図書館に来る前に、あらかじめインターネットを利用して、図書館のホームページ

から所蔵の検索をすることができます。検索の場合は‘ログイン’は不要です。 

★次回「本をさがそう！」その２）：検索用端末（ＯＰＡＣ）の利用 へ、つづく 





 

 

 

 

 

    

 

     

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの木の図書館 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先連絡先連絡先連絡先    
木木木木のののの図書館図書館図書館図書館        

電話電話電話電話：：：：04040404----7145714571457145----8000800080008000    

 

 

郷土郷土郷土郷土へのいざないへのいざないへのいざないへのいざない    
～～～～ながれやながれやながれやながれやままままのののの「「「「市市市市

いち

」」」」事始事始事始事始めめめめ～～～～    

vol.11

木の図書館カレンダー木の図書館カレンダー木の図書館カレンダー木の図書館カレンダー                
休館日 月曜日（祝日の場合は火曜日）、月末日 
    １２／２８～１／４ 

開館時間 火曜日～土曜日：9 時 30 分～20 時 
（12 月～4月は 19時閉館となります） 

            

現代にも形を変えて残る「市
いち

」。流山ではいつ頃から始まったのか･･･。 

流山には「暮れの市」があった。『流山市史 民族編』では明治時代に始まったとされていたが、 
吉野家日記※によって「市」が初めてたった年は文化 10 年（1813 年）と特定できる。「市」は宿 
（現在の流山町５、６、７丁目）の土手際の表通りにたった。お客は「市」で買い物をして、根郷の 

老舗でも買い物をし、お茶を飲み休む。こうして「市」と老舗が共存していた。 
「 市 」 で は 何 で も 売 っ て い て 、 無 い の は 棺 桶 ぐ ら い だ と 言 わ れ た 

ほどだった。特に昔は、なんでも新しい物を身につけてお正月を迎える風習が 
あったので、その準備の品を市でそろえた。また、一串一銭（明治末の値段）の 
ベイ貝が有名で、バナナのたたき売りや見世物小屋も人気だった。 

道 路 の 両 側 に 露 店 が 並 び 、 露 店 と 露 店 の 間 の 狭 い 通 り を 、 押 す な 
押すなで買い物をする。飴売りは歌うように数え、「まけろ」「あとはビタ一文 
まけられない」と問答し賑やかな風景だったらしい。近郷近在からお客が 
集まり、埼玉からの人は丹後の渡しから舟で行き来する。渡し周辺ではその 
舟を待つ人が長蛇の列となった。 

※吉野家の日記は、流山市内芝崎にある吉野家が所蔵する同家の祖先の日記で、地域の近世文献 

資料として貴重な文献である。日記中には流山町宿、根郷（ねごう）、馬場の字が見られる。 

参考文献：楽しい東葛事始め事典参考文献：楽しい東葛事始め事典参考文献：楽しい東葛事始め事典参考文献：楽しい東葛事始め事典    流山市立博物館友の会／編流山市立博物館友の会／編流山市立博物館友の会／編流山市立博物館友の会／編    P6P6P6P6    ；；；；    流山市史（近世資料編Ⅲ）流山市史（近世資料編Ⅲ）流山市史（近世資料編Ⅲ）流山市史（近世資料編Ⅲ）；；；；    

流山市史（近代資料編・流山町誌）流山市史（近代資料編・流山町誌）流山市史（近代資料編・流山町誌）流山市史（近代資料編・流山町誌）P515P515P515P515    ；；；；    流山の道流山の道流山の道流山の道    流山市立博物館／編流山市立博物館／編流山市立博物館／編流山市立博物館／編    P44P44P44P44    

こんなにぎやかな暮れ市も、第二次世界大戦中は下火になり、戦後に復活は 
したものの、昭和 35 年頃に消滅したそうだ。 

図書館の本のように、お気に入りの本を 
コーティングしてみませんか。 

日時：１１月７日（土）日時：１１月７日（土）日時：１１月７日（土）日時：１１月７日（土）    １０時～１１時３０分１０時～１１時３０分１０時～１１時３０分１０時～１１時３０分    
場所：東部公民館場所：東部公民館場所：東部公民館場所：東部公民館    対象：中学生以上対象：中学生以上対象：中学生以上対象：中学生以上    ２０名２０名２０名２０名    

※単行本などの本２冊をお持ち※単行本などの本２冊をお持ち※単行本などの本２冊をお持ち※単行本などの本２冊をお持ちくだくだくだくださいさいさいさい    

初心者向けの 
ラッピング講座です。 

日時：１２月５日（土）日時：１２月５日（土）日時：１２月５日（土）日時：１２月５日（土）    １０時～１１時３０分１０時～１１時３０分１０時～１１時３０分１０時～１１時３０分    

場所：東部公民館場所：東部公民館場所：東部公民館場所：東部公民館    

教養 
講座 

対象：中学生以上対象：中学生以上対象：中学生以上対象：中学生以上    ２０名２０名２０名２０名    

１１月２２日（日）１０時から受付 
（木の図書館へ電話、来館にて） 

教養講座 

１０月２２日（木）１０時から受付 
（木の図書館へ電話、来館にて） 

流山町３丁目から宿の 
方向を臨む 

流山町１丁目（根郷） 


